
 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＸクラウドシリーズ 

入金・支払管理、資金繰り計画機能 

利用マニュアル 

第２版 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

目 次 
Ⅰ．機能概要 ....................................................................................... - 3 - 

１．機能の特長 ..................................................................................... - 3 - 

２．処理の流れ ..................................................................................... - 4 - 

Ⅱ．事前準備 ....................................................................................... - 7 - 

１．利用機能範囲の設定 ............................................................................. - 7 - 

２．自社銀行口座の登録 ............................................................................. - 9 - 

３．主たる入金・支払約定の登録 ................................................................... - 16 - 

４．取引先別の入金・支払約定の登録 ............................................................... - 19 - 

５．入金・支払管理仕訳の設定 ..................................................................... - 22 - 

６．開始売掛残等の回収予定の登録 ................................................................. - 29 - 

７．開始買掛残等の支払予定の登録 ................................................................. - 32 - 

Ⅲ．支払予定の入力 ................................................................................ - 35 - 

１．支払予定の登録機能の全体像 ................................................................... - 35 - 

２．定時払取引（請求書）の入力 ................................................................... - 36 - 

３．仕訳入力時の支払予定入力 ..................................................................... - 39 - 

４．仕入伝票入力時の支払予定入力（購買管理機能） ............................................... - 41 - 

５．定期支払取引の登録 ............................................................................ - 43 - 

６．随時支払取引の登録 ............................................................................ - 46 - 

７．借入金の登録（借入金一覧） ................................................................... - 49 - 

８．定期積金の登録 ................................................................................ - 53 - 

９．支払予定日未登録データ補正 ................................................................... - 56 - 

Ⅳ．支払予定の問合せ .............................................................................. - 58 - 

１．定時払取引（請求書）の確認 ................................................................... - 58 - 

２．支払予定カレンダー ............................................................................ - 60 - 

３．支払先別支払予定の問合せ ..................................................................... - 62 - 

４．支払管理月報の印刷 ............................................................................ - 68 - 

Ⅴ．支払処理 ...................................................................................... - 69 - 

１．出納承認 ....................................................................................... - 69 - 

２．総合振込用データ作成 .......................................................................... - 73 - 

３．支払仕訳の計上 ................................................................................ - 76 - 

Ⅵ．入金予定の入力 ................................................................................ - 79 - 

１．会計伝票入力時の回収予定入力 ................................................................. - 80 - 

２．売上伝票入力時の回収予定入力（販売管理機能） ............................................... - 82 - 

３．定期入金取引の登録 ............................................................................ - 84 - 

４．随時入金取引の登録 ............................................................................ - 86 - 

５．回収予定日未登録データ補正 ................................................................... - 88 - 

Ⅶ．入金予定の問合せ .............................................................................. - 90 - 

１．入金予定カレンダー ............................................................................ - 90 - 

２．入金元別入金予定の問合せ ..................................................................... - 92 - 

３．入金管理月報の印刷 ............................................................................ - 97 - 

Ⅷ．資金繰り計画 .................................................................................. - 98 - 

１．資金繰り予定表（５日報） ..................................................................... - 98 - 

２．資金繰り計画表（６か月） .................................................................... - 100 - 

 

 

 

 



- 3 - 

 

 

Ⅰ．機能概要 
１．機能の特長 

(1)  支払管理機能 

①定時払取引(請求書)の入力機能を利用し、請求先から受領した請求書（経費・仕入）に基づき、支払先ごと

に支払日・支払額を入力することにより、支払予定を作成できます。併せて買掛金・未払金計上の仕訳も

自動生成されます。業績管理に悪影響を及ぼす期中現金主義・期末発生主義から発生主義にもとづく経理

処理へ経理担当者の作業量の増加無しに移行できます。 

②定期的な支払取引、随時に発生する支払取引の支払予定、借入金の返済予定、定期積金の積立予定が登録

できます。登録した支払予定、返済予定、積立予定が支払予定カレンダーに反映されます。また、手形管

理機能、電子記録債権管理機能を利用している場合は、期日に基づき、決済額が支払予定カレンダーに反

映されます。企業の支払予定を一元管理できます。 

③承認者による出納承認処理が可能です。 

④出納承認された預金支払について、銀行別に総合振込依頼書を印刷できます。また、全銀ＴＣＰ／ＩＰ形

式のファイルを作成できます。経理担当者の支払業務を効率化できます。 

⑤支払予定データの支払予定日が到来すると、支払仕訳を自動計上できます。確実に発生する支払予定に対

して先行入力と同様な処理が可能となり、月間作業を平準化できます。また、経理担当者として優先度の

高い支払作業と、会計データ作成が同時に実施されるため、支払業務と経理業務を一体化できます。 

(2)  入金管理機能 

①売掛金・未収入金計上の仕訳入力時に回収予定日を入力できます。また、定期的な入金取引、随時に発生

する入金取引の入金予定が登録できます。登録した入金予定が入金予定カレンダーに反映されます。さら

に、手形管理機能、電子記録債権管理機能を利用している場合は、期日に基づき決済額が入金予定カレン

ダーに反映されます。企業の入金予定を一元管理できます。 

②入金方法別の入金予定が、カレンダー形式で確認できます。また、ドリルダウンにより、入金元ごとの入

金予定、さらに入金予定の計上元となった取引を問い合わせられます。 

(3)  資金繰り計画表 

①支払予定、入金予定、手形明細及び電子記録債権の情報に基づき５日ごとの資金繰り予定、向こう６か月

の資金繰り計画表が自動で作成されます。 
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２．処理の流れ 

  入金・支払管理機能の処理の流れはそれぞれ次のとおりです。なお、背景色が緑色の矩形は販売・購買管理

機能の処理を表します。 

(1) 支払管理機能 

 

 

(2) 入金管理機能 

 

※入金管理機能の範囲外となります。入金管理機能では入金仕訳は自動計上されないため、 

別途入力する必要があります。 
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 支払仕訳の計上方法（支払管理機能・銀行信販データ受信機能のいずれを利用すべきか？） 

 

 

１．預金口座からの自動引落、預金振込の仕訳については、支払仕訳の計上機能、銀行信販データ受信機能

のいずれでも仕訳計上が可能です。ただし、公共料金等の「定期変動取引」の場合、支払管理機能であら

かじめ支払額を決められないため、支払仕訳を自動計上しようとすると、毎月の引落額が確定後、登録さ

れた金額を修正する必要があります。一方、「定時払取引」を総合振込で振り込んだ場合、銀行信販データ

では１明細にまとまって受信されるため、受信したデータを支払先ごとに分割する必要が生じてしまいま

す。それぞれの機能の強み・弱みを図示すると次のとおりです。定期変動取引については支払管理機能か

ら仕訳を計上せず、銀行信販データ受信機能から計上する運用もお勧めです。 

 
２．「水道光熱費等の少額で多量の支払予定データについては、資金繰り予定の把握のために概算金額のみ支

払予定として登録しておき、支払仕訳は銀行信販データ受信機能から計上したい。」「一方、買掛金、未払

金等の支払予定を総合振込で振り込んだ場合、銀行信販データでは１明細にまとまって受信されてしま

う。債務は取引先別に管理しているため、支払管理機能から取引先別に支払仕訳を計上したい。」という運

用を可能とするため、ＦＸクラウドでは、支払予定データの種類ごとに支払仕訳の計上有無を設定できる

ようにしています。 

(1) 「利用機能範囲」メニューで設定 

・定時払取引 

・支払手形 

・電子記録債務 

(2) 支払予定データの登録時に個別に設定 

 ・定期支払取引 

 ・随時支払取引 

 ・借入金返済 ・定期積金積立 

 

３．預金取引については、上記１．の強み、弱みも踏まえたうえで、どの機能を利用して仕訳を計上すべき

かご検討ください。 

 

【ご参考１】支払タイプと性質 

  企業の支払は概ね次のとおり大別されます。 

支払タイプ 性質 支払事例 

定時払取引 締日・支払日・支払手段が約定されており、金額

の重要性大。支払先も継続的な相手先。 

買掛金・未払金 

定期同額取引 支払先が限定。毎月一定の日に同額の支払が約定

されているもの。 

リース取引・契約駐車場料金・保守

料・月払保険料・定期購読料 

定期変動取引 支払先が限定。毎月一定の日に支払が約定されて

いるが、月によって金額は変動するもの。 

公共料金・コピー料金・社会保険

料・源泉所得税・住民税等の預り金 

随時支払取引 毎月生じるものではない。支払日も不特定。 会費、寄付金、固定資産購入等の非

経常的な支払 

借入金返済 説明省略 説明省略 

定期積金積立 説明省略 説明省略 

支払手形 説明省略 説明省略 

電子記録債務 説明省略 説明省略 
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【ご参考２】支払タイプに応じた支払予定の登録機能 

  ＦＸクラウドシリーズの支払管理機能には、次のとおり、上記の各支払タイプに応じた支払予定の登録

機能を搭載しています。 

 
 

 

  



- 7 - 

 

 

Ⅱ．事前準備 
１．利用機能範囲の設定 

入金・支払管理機能、資金繰り計画機能を利用するための設定を行います。総合振込依頼書の作成機能、

支払仕訳の計上機能など、入金・支払管理機能をどの範囲まで利用するかについても併せて設定します。 

(1) 「導入・運用支援」の「共通」―「基本情報」―「利用機能範囲」メニューを選択します。 

 
(2) 次の内容を設定します。 
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①入金・支払管理機能 

行 項目名 項目の説明 

1 利用設定 入金・支払管理機能、資金繰り計画機能を利用する場合は、まず当項目を「利

用する」に設定します。 

2 総合振込依頼書 支払方法が「預金振込」の支払予定データについて、総合振込データの作成

（または総合振込依頼書の印刷）をする場合は「作成する」に設定します。 

3 支払仕訳の計上機能 支払日到来時に支払仕訳を自動計上する場合は「支払仕訳の計上機能」を「利

用する」に設定します。 

4 計上対象 「支払仕訳の計上機能」を「利用する」とした場合に、計上対象とする仕訳の

種類を設定します。以下の「ワンポイント」も参照ください。 

・支払管理科目の支払仕訳 

 下記③で設定した支払管理科目（買掛金、未払金）の支払仕訳です。 

・支払手形の決済仕訳 

 手形管理機能を利用している場合に、手形期日を迎えた支払手形の手形金額

を基に支払仕訳を計上できます。 

・電子記録債務の決済仕訳 

 電子記録債権管理機能を利用している場合に、支払期日を迎えた電子記録債

務の債権金額を基に支払仕訳を計上できます。 

②入金管理科目の設定 
行 項目名 項目の説明 

1 入金管理科目 売掛金、未収入金科目のうち、「入金管理科目」として利用するものを設定し

ます。入金管理科目に設定すると、売掛金、未収入金の計上仕訳入力時（借方

計上時）に、併せて「回収予定日」の入力が可能となります。入力した回収予

定日に基づき入金予定カレンダーに回収予定額が表示されるようになります。 

③支払管理科目の設定 
行 項目名 項目の説明 

1 支払管理科目 買掛金、未払金科目のうち、「支払管理科目」として利用するものを設定しま

す。支払管理科目に設定すると、買掛金、未払金の計上仕訳入力時（貸方計上

時）に、併せて「支払予定日」の入力が可能となります。入力した支払予定日

に基づき支払予定カレンダーに支払予定額が表示されるようになります。ま

た、「定時払取引（請求書）の入力」機能（受領した請求書から買掛金、未払

金の計上仕訳および支払予定日を入力するための機能）で利用できるようにな

ります。 

 

「資金管理機能」は資金繰り実績表を作成するための設定です。 

 

「入金・支払管理機能」の設定の上に「資金管理機能」の設定があります。当設定は、実際に

入金、支払があったときに、仕訳に資金収支区分を入力することにより「資金繰り実績表」を作成す

るための機能です。資金繰り実績管理を行わずに、入金・支払管理機能のみを利用する場合であれ

ば、併せて「利用する」と設定する必要はありません。 
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２．自社銀行口座の登録 

自社の保有する銀行口座情報を登録します。登録した銀行口座情報は、1)総合振込用データを作成する際の

「振込元口座」、2)「支払方法」を「預金振込」とした支払予定データから支払仕訳を計上する際の借方科目、

3)手形、電子記録債権に登録する「支払場所」「割引銀行」「取立依頼銀行」として利用します。忘れずに登録

してください。 

(1) 「導入・運用支援」の「共通」―「マスター情報」―「自社銀行口座」メニューを選択します。 
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(2) 金融機関の登録メニューを選択すると当画面が開きます。自社銀行口座の登録は、「金融機関の登録」「支店

の登録」「口座の登録」という３段階で行います。最初に金融機関を登録します。［金融機関登録］ボタンを

クリックします。 

 
(3) 当画面が開きます。次の内容を設定します。 
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①金融機関 

行 項目名 項目の説明 

1 金融機関コード ［▼］をクリックすると金融機関コード(全国銀行協会により金融機関に付与さ

れた４桁のコード)と金融機関名が一覧表示されます。一覧から金融機関を選択

します。なお、コードまたは名称を入力すると絞り込み表示できます。 

2 金融機関名 「金融機関コード」欄で選択した金融機関の名称が初期表示されます。変更が

必要な場合は直接入力します。 

3 金融機関名ｶﾅ 「金融機関コード」欄で選択した金融機関のフリガナが初期表示されます。変

更が必要な場合は直接入力します。当項目は総合振込依頼書の作成時に利用さ

れます。半角カナで入力してください。 

②総合振込 当方負担手数料 
行 項目名 項目の説明 

1 当方負担手数料 当金融機関から総合振込を行う際に、自社が振込手数料を負担する場合の振込

手数料を登録します。支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合

は、忘れずに登録してください。 

③総合振込 先方負担手数料 
行 項目名 項目の説明 

1 先方負担手数料 当金融機関から総合振込を行う際に、得意先が振込手数料を負担する場合の振

込手数料を登録します。支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合

は、忘れずに登録してください。 

④全銀フォーマット 
行 項目名 項目の説明 

1 全銀フォーマット 総合振込データを作成する際のレコードフォーマットを設定します。支払管理

機能で「総合振込用データ」を作成する場合は、忘れずに登録してください。

なお、フォーマットは金融機関により異なりますので金融機関のＨＰ等でご確

認ください。 

⑤「同行他店宛」振込手数料を適用する他行 
行 項目名 項目の説明 

1 他行 支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合のみ必要な項目です。 
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通常、金融機関コードが異なる金融機関への振込には他行宛の振込手数料が適

用されます。ただし、金融機関の合併等により、「金融機関コードは異なる

が、振込手数料は同行多店宛のものが適用される」ケースがあります。該当す

る場合はここで登録します。 

(4) 続いて支店を登録します。先ほど登録した金融機関を選択した状態で画面右上の［支店登録］ボタンをクリ

ックします。 
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(5) 当画面が開きます。次の内容を設定します。 

 
①支店 

行 項目名 項目の説明 

1 支店コード ［▼］をクリックすると支店コード(全国銀行協会により金融機関に付与された

３桁のコード)と支店名が一覧表示されます。一覧から支店を選択します。な

お、コードまたは名称を入力すると絞り込み表示できます。 

2 支店名 「支店コード」欄で選択した支店の名称が初期表示されます。変更が必要な場

合は直接入力します。 

3 支店名ｶﾅ 「支店コード」欄で選択した支店のフリガナが初期表示されます。変更が必要

な場合は直接入力します。当項目は総合振込依頼書の作成時に利用されます。

半角カナで入力してください。 

②総合振込 当方負担手数料 
行 項目名 項目の説明 

1 当方負担手数料 支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合のみ必要な項目です。当

金融機関から総合振込を行う際に、自社が振込手数料を負担する場合の振込手

数料を登録します。支店ごとに振込手数料が異なる場合のみ「□当支店に別途

登録」にチェックを付けて登録します。ここで登録しない場合は、前述の「金

融機関の登録」で登録した振込手数料が適用されます。 

③総合振込 先方負担手数料 
行 項目名 項目の説明 

1 先方負担手数料 支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合のみ必要な項目です。当

金融機関から総合振込を行う際に、得意先が振込手数料を負担する場合の振込

手数料を登録します。支店ごとに振込手数料が異なる場合のみ「□当支店に別

途登録」にチェックを付けて登録します。ここで登録しない場合は、前述の

「金融機関の登録」で登録した振込手数料が適用されます。 
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④「同一店宛」振込手数料を適用する他店 
行 項目名 項目の説明 

1 他行 支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合のみ必要な項目です。 

通常、金融機関コードが異なる金融機関への振込には他行宛の振込手数料が適

用されます。通常、支店コードが異なる支店への振込には同行他店宛の振込手

数料が適用されます。ただし、支店の合併等により、「支店コードは異なる

が、振込手数料は同一店宛のものが適用される」ケースがあります。該当する

場合はここで登録します。 

 

(6) 続いて口座を登録します。先ほど登録した金融機関を選択した状態で画面右上の［口座登録］ボタンをクリ

ックします。 
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(7) 当画面が開きます。次の内容を設定します。 

 
行 項目名 項目の説明 

1 預金種目(振込用) 自社の保有する口座の預金種目を選択します。なお、登録した「金融機関」が

ゆうちょ銀行の場合、ゆうちょ銀行口座番号（記号・番号）とは別に割り当て

られる総合振込用の預金種目を入力します。 

2 口座番号(振込用) 自社の保有する口座の口座番号を入力します。なお、登録した「金融機関」が

ゆうちょ銀行の場合、ゆうちょ銀行口座番号（記号・番号）とは別に割り当て

られる総合振込用の口座番号を入力します。 

3 貯金種類 ゆうちょ銀行の場合のみ入力可能です。ゆうちょ銀行口座の貯金種類を選択し

ます。番号（記号・番号）を入力してください。 

4 記号・番号 ゆうちょ銀行の場合のみ入力可能です。ゆうちょ銀行口座の記号・番号を入力

します。 

5 口座名義 自社の保有する口座の口座名を入力します。 

6 口座名義ｶﾅ 自社の保有する口座の口座名義のフリガナを入力します。当項目は総合振込依

頼書の作成時に利用されます。半角カナで入力してください。 

7 総振用依頼人コード 金融機関から割り当てられた 10桁の総合振込用の依頼人コードを入力します。 

8 買掛金・未払金等の

主たる振込元口座 

「支払方法」が「預金振込」の支払予定データについての振込元口座の初期値

とするか否かを設定します。主たる振込元口座に設定した場合、「支払方法」

が「預金振込」の支払予定データの登録時に、振込元口座として自動登録され

ます。なお、取引先により振込元口座が異なる場合は、「取引先」メニューで

個別に設定することが可能です。 

9 対応する預金科目 当自社銀行口座に対応する預金科目（口座）を指定します。ここで指定した科

目が「支払方法」を「預金振込」とした支払予定データから支払仕訳を計上す

る際の借方科目となります。 

10 振込料（当方負担）

仕訳の取引先 

「支払方法」が「預金振込」の支払予定データの振込時に発生する当方負担の

振込手数料に関する仕訳を自動計上すると設定（設定は後述の「入金・支払管

理仕訳」メニューで行います）した場合に必要な項目です。当該仕訳の「取引

先」として初期表示する取引先を指定します。 

11 対応する借入金科

目・口座 

当自社銀行口座に対応する借入金科目（口座）を指定します。指定した科目

（口座）に基づき「金融機関別預貸率表」に集計されます。 
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３．主たる入金・支払約定の登録 

入金・支払管理機能における主たる約定（入金・支払サイト、回収・支払方法等）を登録します。登録す

ると、入金管理科目（売掛金・未収入金）の借方計上時、支払管理科目（買掛金・未払金）の貸方計上時に

それぞれ、回収予定日、支払予定日が自動計算され、初期表示されるようになります。取引先ごとに個別に

登録できますが、省略した場合は、ここで登録した約定が適用されます。 

(1) 「導入・運用支援」の「共通」―「マスター情報」―「主たる入金・支払約定」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が開きます。次の内容を設定します。 
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①主たる入金約定 

行 項目名 項目の説明 

1 「約定１」～「約定

３」 

売掛金・未収入金の回収サイトを登録します。最大で３つ登録可能です。「入

金管理科目」（売掛金・未収入金）を仕訳の借方に入力した場合、仕訳の「年

月日」とここで登録した回収サイトに基づき、回収予定日が自動計算され、初

期表示されるようになります。 

2 振込手数料 売掛金・未収入金を預金振込で回収した際の振込手数料を当方負担とするか先

方負担とするか設定します。備忘のための項目です。 

3 金融機関が休日の場

合の入金日 

回収サイトから自動計算された回収予定日が休日の場合の取扱いを設定しま

す。例えば、「前営業日」とした場合は、上記①で計算された回収予定日の

「前営業日」が初期表示されます。 

4 回収方法 「現金入金」「預金入金」「自動集金」「手形受入」「電債受入」の回収方法につ

いて、次の２通りから指定します。 

１．金額で決定 

「?円までの額」「?円を超える額（または「?円超は全額」）」のそれぞれ

に、上記５つの回収方法を指定します。 

２．割合で決定 

上記５つの回収方法をそれぞれパーセントで指定します。 

②主たる支払約定 

行 項目名 項目の説明 

1 約定 買掛金・未払金の支払サイトを登録します。「支払管理科目」（買掛金・未払

金）を仕訳の貸方に入力した場合、仕訳の「年月日」とここで登録した支払サ

イトに基づき、支払予定日が自動計算され、初期表示されるようになります。 

2 振込手数料 総合振込用データ作成時の振込手数料を当方負担とするか先方負担とするか設

定します。 

3 振込区分 振込方法として「文書」か「電信」か設定します。 

4 振込手数料の計算方

法 

「振込手数料」を「先方負担」とした場合のみ有効となります。振込手数料が

「先方負担」の場合、「取引先への当初の支払予定額」によっては、「取引先へ

の振込額」＋「振込手数料」＝「取引先への当初の支払予定額」とできない場

合があります。この場合の取扱いを設定します。「据置型」「未満手数料加算

型」「以上手数料加算型」の３つから選択します。詳細については後述の「ワ

ンポイント」をご参照ください。 

5 金融機関が休日の場

合の支払日 

支払サイトから自動計算された支払予定日が休日の場合の取扱いを設定しま

す。例えば、「前営業日」とした場合は、約定から計算された支払予定日の

「前営業日」が初期表示されます。 

6 支払方法 「現金支払」「預金振込」「自動引落」「手形振出」「電債振出」「電債譲渡」の

支払方法について、次の２通りから指定します。 

１．金額で決定 

「?円までの額」「?円を超える額（または「?円超は全額」）」のそれぞれに、

上記６つの支払方法を指定します。 

２．割合で決定 

上記６つの支払方法をそれぞれパーセントで指定します。 

7 振込元口座 表示専用の項目です。「自社銀行口座」メニューで「買掛金・未払金等の主た

る振込元口座」として設定された口座が表示されます。 

8 支払科目 買掛金・未払金の支払予定の支払仕訳計上時の貸方科目を設定します（借方科

目は買掛金または未払金となります）。なお、預金振込科目欄には、「主たる振

込元口座」として設定した勘定科目と口座が自動でセットされます。 

支払方法ごとに入力できる科目は次のとおりです。 

「現金支払」・・・1111～1116 

「自動引落」・・・1112～1116 

「手形振出」・・・2111,2121,2211,2213,2215,2219 
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「電債振出」・・・2144,2121 

「電債譲渡」・・・1124,1157,1161 

 

「先方負担」の場合の「振込手数料の計算方法」 

 

振込手数料が「先方負担」の場合、「取引先への当初の支払予定額」によっては、次の例のよう

に「取引先への振込額」＋「振込手数料」＝「取引先への当初の支払予定額」とできない場合

があります。 

  
このような場合の振込手数料の計算方法として、以下の３種類があります。 

a.据置型 

買掛金の金額 30,200円から 30,200円に対する手数料 330円を差し引いた金額 29,870円を「取

引先への振込額」とします。この場合の実際の振込手数料は 110 円となるため、実際に銀行

口座から引き落とされる金額は 29,980 円となります。買掛金の金額 30,200 円と支払金額

29,980円との差額 220円については、雑収入として計上します。 

b.未満手数料加算型 

 上記手数料テーブルの「振込金額範囲」に 30,000 円未満の手数料を加算したものを新たな手

数料テーブルとして計算します。 

 
買掛金の金額 30,200円から 30,200円に対する手数料 330円を差し引いた金額 29,870円を「取

引先への振込額」とします。この場合の実際の振込手数料は 110 円となるため、実際に銀行

口座から引き落とされる金額は 29,980 円となります。買掛金の金額 30,200 円と支払金額

29,980円との差額 220円については、雑収入として計上します。 

c.以上手数料加算型 

 上記手数料テーブルの「振込金額範囲」に 30,000 円以上の手数料を加算したものを新たな手

数料テーブルとして計算します。 

 
買掛金の金額 30,200円から 30,200円に対する手数料 110円を差し引いた金額 30,090円を「取

引先への振込額」とします。この場合の実際の振込手数料は 330 円となるため、実際に銀行

口座から引き落とされる金額は 30,420 円となります。買掛金の金額 30,200 円と支払金額

30,420円との差額 220円については、雑損失として計上します。 
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４．取引先別の入金・支払約定の登録 

入金・支払約定、および振込元口座が「主たる入金・支払約定」メニューで登録した内容と異なる取引先

の場合は、個別に設定します。また、支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合は、取引先ごと

の振込先口座を登録します。「導入・運用支援」メニュー内の「取引先」メニューを選択します。 

(1) 「導入・運用支援」の「共通」―「マスター情報」―「取引先」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が開きます。画面左側のナビゲーションで「入金管理」を選択したうえで次の内容を設定します。 
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行 項目名 項目の説明 

1 約定 主たる入金約定と異なる約定を設定する場合は、「個別に設定」を選択しま

す。 

2 「約定１」～「約定

３」 

売掛金・未収入金の回収サイトを登録します。最大で３つ登録可能です。「入

金管理科目」（売掛金・未収入金）を仕訳の借方に入力した場合、仕訳の「年

月日」とここで登録した回収サイトに基づき、回収予定日が自動計算され、初

期表示されるようになります。 

3 振込手数料 売掛金・未収入金を預金振込で回収した際の振込手数料を当方負担とするか先

方負担とするか設定します。備忘のための項目です。 

4 金融機関が休日の場

合の入金日 

回収サイトから自動計算された回収予定日が休日の場合の取扱いを設定しま

す。例えば、「前営業日」とした場合は、上記①で計算された回収予定日の

「前営業日」が初期表示されます。 

5 回収方法 「現金入金」「預金入金」「自動集金」「手形受入」「電債受入」の回収方法につ

いて、次の２通りから指定します。 

１．金額で決定 

「?円までの額」「?円を超える額（または「?円超は全額」）」のそれぞれ

に、上記５つの回収方法を指定します。 

２．割合で決定 

上記５つの回収方法をそれぞれパーセントで指定します。 

 

(3) 続いて支払約定の設定を行います。画面左側のナビゲーションで「支払管理」を選択したうえで次の内容を

設定します。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 約定 主たる支払約定と異なる約定を設定する場合は、「個別に設定」を選択しま

す。 

2 約定１ 買掛金・未払金の支払サイトを登録します。「支払管理科目」（買掛金・未払

金）を仕訳の貸方に入力した場合、仕訳の「年月日」とここで登録した支払サ

イトに基づき、支払予定日が自動計算され、初期表示されるようになります。 
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3 振込手数料 総合振込用データ作成時の振込手数料を当方負担とするか先方負担とするか設

定します。 

4 振込区分 振込方法として「文書」か「電信」か設定します。 

5 振込手数料の計算方

法 

「振込手数料」を「先方負担」とした場合のみ有効となります。振込手数料が

「先方負担」の場合、「取引先への当初の支払予定額」によっては、「取引先へ

の振込額」＋「振込手数料」＝「取引先への当初の支払予定額」とできない場

合があります。この場合の取扱いを設定します。「据置型」「未満手数料加算

型」「以上手数料加算型」の３つから選択します。詳細については後述の「ワ

ンポイント」をご参照ください。 

6 金融機関が休日の場

合の支払日 

支払サイトから自動計算された支払予定日が休日の場合の取扱いを設定しま

す。例えば、「前営業日」とした場合は、約定から計算された支払予定日の

「前営業日」が初期表示されます。 

7 支払方法 「現金支払」「預金振込」「自動引落」「手形振出」「電債振出」「電債譲渡」の

支払方法について、次の２通りから指定します。 

１．金額で決定 

「?円までの額」「?円を超える額（または「?円超は全額」）」のそれぞれに、

上記６つの支払方法を指定します。 

2)割合で決定 

上記６つの支払方法をそれぞれパーセントで指定します。 

8 振込元口座 表示専用の項目です。「自社銀行口座」メニューで「買掛金・未払金等の主た

る振込元口座」として設定された口座が表示されます。 

9 支払科目 買掛金・未払金の支払予定の支払仕訳計上時の貸方科目を設定します（借方科

目は買掛金または未払金となります）。なお、預金振込科目欄には、「主たる振

込元口座」として設定した勘定科目と口座が自動でセットされます。 

支払方法ごとに入力できる科目は次のとおりです。 

「現金支払」・・・1111～1116 

「自動引落」・・・1112～1116 

「手形振出」・・・2111,2121,2211,2213,2215,2219 

「電債振出」・・・2144,2121 

「電債譲渡」・・・1124,1157,1161 

10 振込元口座 「自社銀行口座」メニューで設定した主たる振込元口座と異なる口座を振込元

とする場合は、「個別に設定」を選択し、振込元口座を選択します。 

11 「振込先口座１」～

「振込先口座３」 

支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合に必要です。当取引先に

対する振込先口座の情報を登録します。なお、振込先口座は最大で３つ登録で

きます。支払予定データでは、「振込先１」が振込先の初期値となります。 

 

「取引先別の約定はファイルで読み込めます。 

 

取引先の一覧画面上部の「ＣＳＶ読込」アイコンを利用すれば、取引先名等の情報と併せて

入金・支払約定、および振込元・振込先口座をＣＳＶファイルで一気に読み込めます。画面

上部の「ＣＳＶ切出し」アイコンで切り出したテキストファイルを編集するか、「ＦＸクラウ

ドシリーズ マスター情報読込マニュアル」の「１．取引先情報ファイル読込データレイア

ウト」を参照して読込可能なファイルを作成してください。 
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５．入金・支払管理仕訳の設定 

「利用機能範囲」メニューで設定した「入金管理科目」（売掛金、未収入金）、および「支払管理科目」（買

掛金、未払金）を利用した仕訳を入力すると、その入金・支払予定が「資金繰り計画表」にも集計されます。

また、支払日が到来すると「支払管理科目」の支払仕訳が自動計上されます。当メニューでは、「資金繰り計

画表」に集計する際の収支区分の設定、および支払仕訳計上時の仕訳情報（課税区分、元帳摘要等）を設定

します。「資金繰り計画表」、「支払仕訳の計上機能」を利用する場合は必ず設定してください。 

(1) 「導入・運用支援」の「財務会計」―「仕訳連携情報」－「入金・支払管理仕訳」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が開きます。各行の［修正］ボタンをクリックして各項目を設定します。 
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(3) 「入金科目」欄の「入金管理科目」の行で［修正］ボタンをクリックすると当画面が開きます。当画面では、

入金管理科目を設定して売掛金・未収入金の回収予定を管理する場合に、回収予定決済時の収支区分を設定

します。設定した収支区分に基づき、回収予定額が資金繰り計画表に表示されます。 

  同様に、「受取手形科目」「電子記録債権科目」の行について設定すると、受取手形、電子記録債権の決済予

定額が資金繰り予定表、計画表に表示されます。 
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(4) 続いて「支払科目」について設定します。「支払科目」については、「入金科目」と同様に資金繰り計画表に

表示できるようにするための収支区分の設定に加えて、支払期日到来時に支払仕訳を計上する際の課税区分、

元帳摘要等の仕訳情報についてもここで設定します。「支払管理科目」については支払方法ごとに課税区分、

元帳摘要を設定しますが、収支区分は支払方法を問わず共通で設定します。「支払方法」が空欄の行の[修正]

ボタンをクリックします。 

 
(5) 当画面が開きます。支払管理科目を設定して買掛金・未払金の支払予定を管理する場合に、支払予定決済時

の収支区分を設定します。設定した収支区分に基づき、支払予定額が資金繰り計画表に表示されます。また、

「利用機能範囲」メニューで支払仕訳を計上する設定とした場合は、ここで設定した収支区分が支払仕訳に

自動的にセットされます。 
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(6) 「支払管理科目」の２行目以降の［修正］ボタンをクリックすると当画面が開きます。支払方法ごとに課税

区分と元帳摘要を設定します。支払仕訳を計上する設定とした場合は、課税区分、元帳摘要が支払仕訳に自

動的にセットされます。 

 
(7) 預金振込で支払を行う際に、併せて当方負担分の振込手数料の仕訳を計上する場合は、[当方負担の振込手

数料]ボタンをクリックします。 

 
  



- 26 - 

 

 

(8) 当画面が開きます。次の内容を設定します。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 自動仕訳の生成を行

う 

取引先への預金振込の際に自社が振込手数料を負担する場合、支払仕訳の計上

時に併せて振込手数料の仕訳を自動計上できます。計上する場合はチェックを

付けます。 

2 課税区分 振込手数料の計上仕訳にセットする課税区分をセットします。 

3 借方科目 振込手数料の計上仕訳にセットする借方科目をセットします。 

4 実際の仕入れ年月日 振込手数料の計上仕訳にセットする実際の仕入れ日をセットします。 

5 元帳摘要 振込手数料の計上仕訳にセットする元帳摘要をセットします。 

6 収支区分 振込手数料の計上仕訳にセットする収支区分をセットします。 

7 部門名 振込手数料の計上仕訳にセットする部門をセットします。 

 

当方負担の振込手数料にご注意 

 

当方負担の振込手数料に関する仕訳は、支払の都度、自動計上されます。銀行との契約で当方負

担の振込手数料を後日一括して支払うとしている場合は、「自動仕訳の生成を行う」のチェックを

付けないでください。この場合は、手数料支払時に別途仕訳を入力する必要があります。 
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(9) 先方負担時の振込金額と支払予定額との差額振込金額と支払予定額との間に差額が生じた際に、差額調整仕

訳を計上する場合は、［先方負担時の振込金額と支払予定額の差額］ボタンをクリックします。 

 
(10) ボタンをクリックすると当画面が開きます。「振込金額＞支払予定額の場合」（雑損が発生する場合）、「振

込金額＜支払予定額の場合」（雑益が発生する場合）それぞれ仕訳情報を設定できます。計上する場合は、次

の内容を設定します。 
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①先方負担時の振込金額と支払予定額との差額 

行 項目名 項目の説明 

1 振込金額と支払予定

額との差額分の自動

仕訳を生成する 

振込金額と支払予定額との差額分の自動仕訳を生成する場合はチェックを付け

ます。 

 

②振込金額＞支払予定額の場合（雑損）の差額調整仕訳 

行 項目名 項目の説明 

1 課税区分 雑損分の自動仕訳にセットする課税区分を入力します。 

2 借方科目 雑損分の自動仕訳にセットする借方科目を入力します。 

3 実際の仕入れ年月日 雑損分の自動仕訳にセットする実際の仕入れ日を入力します。 

4 元帳摘要 雑損分の自動仕訳にセットする元帳摘要を入力します。 

5 収支区分 雑損分の自動仕訳にセットする収支区分を入力します。 

6 部門名 雑損分の自動仕訳にセットする部門を入力します。 

③振込金額＜支払予定額の場合（雑益）の差額調整仕訳 

行 項目名 項目の説明 

1 課税区分 雑益分の自動仕訳にセットする課税区分を入力します。 

2 貸方科目 雑益分の自動仕訳にセットする借方科目を入力します。 

3 実際の仕入れ年月日 雑益分の自動仕訳にセットする実際の仕入れ日を入力します。 

4 元帳摘要 雑益分の自動仕訳にセットする元帳摘要を入力します。 

5 収支区分 雑益分の自動仕訳にセットする収支区分を入力します。 

6 部門名 雑益分の自動仕訳にセットする部門を入力します。 

 

当方負担と先方負担 

 

1)「当方負担」の場合 

「取引先への支払額」＋「振込手数料」が、「実際に銀行口座から差し引かれる金額」になりま

す。 

2)「先方負担」の場合 

「取引先への当初の支払予定額」から「振込手数料」を差し引いた金額が 「取引先への支払

額」となります。そして、「取引先への当初の支払予定額」が、「実際に銀行口座から差し引か

れる金額」になります(一部例外があります)。 
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６．開始売掛残等の回収予定の登録 

「利用機能範囲」メニューで「入金管理科目」を設定すると、それ以降に入力する売掛金・未収入金計上

仕訳では、仕訳と併せて「回収予定日」を入力できるようになり、入金予定カレンダーが作成されます。 

ただし、当機能の利用開始前に既に存在する売掛金・未収入金計上仕訳には「回収予定日」が入っていな

いため、その金額は入金予定カレンダーに反映されていません。そこで、当機能の利用開始以前に発生して

いる「入金管理科目」の回収予定を登録することにより、当機能の利用開始直後から正しい入金予定カレン

ダーを確認できるようになります。 

(1) ホーム画面の「入金管理」―「入金予定の登録」－「開始売掛残当の回収予定」メニューを選択します。 
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(2) 当画面が表示されます。画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 

 
(3) 当画面が表示されます。次の内容を設定します。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 回収予定日 登録する回収予定データの回収予定日を入力します。 

2 得意先 得意先を入力します。 

3 債権等科目 債権等科目（入金管理科目として登録済みの科目のいずれか）を入力します。 

4 当月回収売上高等 今回の回収予定額を入力します。 
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5 買掛金相殺 当月回収売上高等のうち、買掛金と相殺するものがある場合は入力します。入

力すると最終的な「回収予定額」が減額されます。 

6 その他控除 当月回収売上高等のうち、値引等により控除するものがある場合は入力しま

す。入力すると最終的な「回収予定額」が減額されます。 

7 今回回収保留額 当月回収売上高等のうち、回収されず保留となるものがある場合は入力しま

す。入力すると最終的な「回収予定額」が減額されます。 

8 回収予定日(保留分) 今回回収保留額を入力した場合に入力可能となります。回収保留となった金額

の回収予定日を入力します。 
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７．開始買掛残等の支払予定の登録 

「利用機能範囲」メニューで「支払管理科目」を設定すると、それ以降に入力する買掛金・未払金計上仕

訳では、仕訳と併せて「支払予定日」を入力できるようになり、支払予定カレンダーが作成されます。 

ただし、当機能の利用開始前に既に存在する買掛金・未払金計上仕訳には「支払予定日」が入っていない

ため、その金額は支払予定カレンダーに反映されていません。そこで、当機能の利用開始以前に発生してい

る「支払管理科目」の支払予定を登録することにより、当機能の利用開始直後から正しい支払予定カレンダ

ーを確認できるようになります。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の登録」－「開始買掛残等の支払予定」メニューを選択します。 
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(2) 当画面が表示されます。画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 

 
(3) 当画面が表示されます。次の内容を設定します。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 支払予定日 登録する支払予定データの支払予定日を入力します。 

2 支払先 支払先を入力します。 

3 債務等科目 債権等科目（支払管理科目として登録済みの科目のいずれか）を入力します。 

4 当月支払仕入高等 今回の支払予定額を入力します。 
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5 売掛金相殺 当月支払売上高等のうち、売掛金と相殺するものがある場合は入力します。入

力すると最終的な「支払予定額」が減額されます。 

6 その他控除 当月支払売上高等のうち、値引等により控除するものがある場合は入力しま

す。入力すると最終的な「支払予定額」が減額されます。 

7 今回支払保留額 当月支払売上高等のうち、支払を繰り延べるものがある場合は入力します。入

力すると最終的な「支払予定額」が減額されます。 

8 支払予定日(保留分) 今回支払保留額を入力した場合に入力可能となります。支払保留となった金額

の支払予定日を入力します。 
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Ⅲ．支払予定の入力 
１．支払予定の登録機能の全体像 

(1) 支払タイプと性質 

  企業の支払は概ね次のとおり大別されます。 

支払タイプ 性質 支払事例 

定時払取引 締日・支払日・支払手段が約定されており、金

額の重要性大。支払先も継続的な相手先。 

買掛金・未払金 

定期同額取引 支払先が限定。毎月一定の日に同額の支払が約

定されているもの。 

リース取引・契約駐車場料金・保守料・

月払保険料・定期購読料 

定期変動取引 支払先が限定。毎月一定の日に支払が約定され

ているが、月によって金額は変動するもの。 

公共料金・コピー料金・社会保険料・源

泉所得税・住民税等の預り金 

随時支払取引 毎月生ずるものではない。支払日も不特定。 会費、寄付金、固定資産購入等の非経常

的な支払 

借入金返済 説明不要 説明不要 

定期積金積立 説明不要 説明不要 

支払手形 説明不要 説明不要 

電子記録債務 説明不要 説明不要 

(2) 支払タイプに応じた支払予定の登録機能 

  ＦＸクラウドシリーズの支払管理機能には、次のとおり、上記の各支払タイプに応じた支払予定の登録機能

が搭載されています。各登録機能について次頁以降ご説明します。 
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２．定時払取引（請求書）の入力 

当機能では、月ごとに受領する請求書（経費及び仕入）を基に、過去に入力した仕訳の元帳摘要を選択す

るだけで、買掛金・未払金の仕訳計上、及び支払予定データを作成できます。 

当機能の特長 

 

１．買掛金・未払金の仕訳計上を意識せずに、支払管理機能を利用開始できるだけではなく、 

業績管理に悪影響を及ぼす期中現金主義・期末発生主義という習慣から、発生主義にもとづく

経理処理へ、経理担当者の作業量の増加無しに移行できます。 

  ２．専用の入力画面により、月ごとに受領する請求書（経費及び仕入）に基づき、買掛金・未払

金計上の仕訳を入力できます。このデータを基に、支払先ごとの約定に応じて、支払予定デー

タが自動作成されます。なお、入力したデータは、「請求書の種類」ごとに管理できます。請求

書をファイリングするバインダーの名称（経費請求書・仕入請求書等）を「請求書の種類」と

して登録することにより、入力したデータと請求書との突合を簡単に行えます。 

３．請求書と突合するために、当機能で入力したデータを画面、帳表で確認できます。また、帳

表には「前月入力があったが、当月入力がない取引先」の一覧が参考表示されます。請求書未

着の取引先確認にもご利用できます。 

４．一度使用した購入先を次回選択すると、過去に当該購入先で入力した取引（元帳摘要）が表

示されます。選択すると過去の取引内容が複写されるため、入力作業の効率化を図れます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の登録」－「定時払取引(請求書)」メニューを選択します。 
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(2) 当画面が表示されます。次の内容を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 請求書の種類 請求書をファイリングするバインダーの名称を選択します。追加する場合は、

画面右上の［請求書の種類］ボタンをクリックします。 

2 請求発生年月 請求発生年月を選択します。当機能では、請求書のファイリングを請求の発生

年月（請求の対象となる仕入や役務の提供を受けた年月）ごとに行っているこ

とを前提としています。 

（例）９月１０日に８月分の請求書が届き、その支払日が１０月２０日の場合

（８月の月次決算は未了）には、「８月」のバインダーに請求書を綴じ込む。 

この例の場合は「８月」を選択します。これにより、当画面で入力したデータ

は上記「請求書の種類ごと」かつ「請求発生年月ごと」に保存されます。 

3 購入先 取引先一覧から選択入力します。 

4 証憑番号 受領した請求書等に付した証憑番号を入力します。 

5 元帳摘要 選択した購入先で過去に入力した買掛金・未払金計上仕訳（買掛金・未払金を

貸方に計上）の元帳摘要が自動表示されます。過去の取引を複写して入力する

場合は、該当する元帳摘要を選択します。 
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(3) 複合仕訳の入力画面に展開します。「年月日」は請求発生年月及び購入先の支払約定から自動計算され、前

画面で入力した内容が初期表示されます。また、元帳摘要を選択した場合は、仕訳の情報も初期表示されま

す。必要な情報を補足し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

(4) 続いて支払予定日の入力画面が表示されます。購入先の支払約定から予定日が自動表示されます。支払予定

（金額）は、最大６回に分けて入力できます。必要に応じて変更し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。これ

により支払予定データが作成されます。なお、予定日が不明な場合は［キャンセル］ボタンをクリックしま

す。「支払予定日未登録データ補正」メニューで後から予定日を入力できます。 
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３．仕訳入力時の支払予定入力 

貸方に「支払管理科目」を入力した仕訳を入力する場合、支払予定日を入力します。支払予定日は会計伝

票の「年月日」「取引先」及び約定から初期表示されます。支払予定（金額）は、最大６回に分けて入力でき

ます。 

(1) 「伝票(１伝票型)」等のメニューで貸方に支払管理科目を使用した仕訳を入力します。なお、取引先は取引

先マスターに登録済みのものを選択します。仕訳入力後［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 
(2) 当画面が表示されます。支払予定日、支払金額を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。予定日が不明

な場合は［キャンセル］ボタンをクリックします。「支払予定日未登録データ補正」メニューで後から予定日

を入力できます。 
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支払予定日の自動表示条件 

事前に支払約定を登録している場合、次のとおり自動表示されます。 

 

１．支払先の約定として個別設定がされている場合は、その約定と会計伝票の「年月日」から自  

 動表示されます。 

２．支払先の約定として個別設定がされていない場合は、主たる支払約定と会計伝票の「年月日」

から自動表示されます。 

３．支払先の約定として個別設定されていなく、かつ主たる約定も未設定の場合は自動表示されま

せん。仕訳ごとに支払予定日を直接手入力してください。 

 

支払予定日の入力を省略した場合の扱い 

会計伝票入力時点で支払予定日が不明の場合、支払予定日の入力を省略できます。但し、支払予

定日が未登録の場合は支払予定表等に反映されないため、支払予定日が未登録の取引について

は、ホーム画面の「支払管理」－「支払予定の登録」の「支払予定日未登録データ補正」メニューに

て、支払予定日を必ず入力してください。 

 

支払管理科目を借方に入力しても減額されません。別途減額処理が必要です。 

「支払管理科目」を借方に入力して減額しても、その金額は支払予定表には反映されません。減

額の仕訳を入力するとともに、支払予定明細の登録・修正で相殺、控除額を入力してください。 
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４．仕入伝票入力時の支払予定入力（購買管理機能） 

ＦＸクラウドシリーズの購買管理機能を併用しており、かつ購買管理機能で「買掛金管理科目」として設

定した科目を支払管理機能の「支払管理科目」にも設定している場合、仕入伝票入力と同時に支払予定デー

タが作成されます。 

(1) 購買管理機能の「仕入伝票の作成」メニューで仕入伝票を入力する際に、支払予定日を入力します。事前に

設定した支払約定に基づき、支払予定日が自動的にセットされますが、変更する場合は「任意入力」にした

うえで任意の予定日を入力します。入力後［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
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(2) すると、仕入伝票の計上と併せて買掛金計上仕訳が自動計上されます。また入力した予定日で支払予定デー

タが作成されます。 
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５．定期支払取引の登録 

主に、リース料支払い、契約駐車場支払等、買掛金・未払金の計上を伴わない定期的な支払予定を登録し

ます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の登録」－「定期支払」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が表示されます。新規に予定を登録する場合は画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 
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(3) 当画面が表示されます。次の内容を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。なお、入力済みの仕訳を基 

に作成することも可能です。その場合は[仕訳から作成]ボタンをクリックします。貸方に「1111～1113」の勘 

定科目を入力した前月分の仕訳が一覧表示されます。選択することで、定期支払取引登録の基礎データとして

採用できます。 

 
①定期支払の内容 

行 項目名 項目の説明 

1 支払先 支払先を入力します。取引先マスターに登録された取引先からの選択以外に、

随時入力も可能です。 

2 適格請求書発行事業

者の登録番号 

支払先が適格請求書発行事業者の場合は、登録番号を入力します。 

3 摘要 定期支払の内容を入力します。支払仕訳計上時の「元帳摘要」としてセットさ

れます。 

4 １回の支払額(税込み) 毎回の支払額を税込金額で入力します。 

5 支払期間 支払開始年月、支払終了年月を入力します。終了年月を省略して入力した場

合、「支払予定」欄には１年分の支払予定が自動表示されます。それ以降の支

払予定は毎月の月次決算時に自動的に作成されます。 

6 支払日 毎回の支払日を入力します。（「0」で末日） 

7 支払サイクル 支払のサイクルを１か月単位で入力します。 

8 支払方法 自動引落、現金支払、預金振込のいずれかを選択します。 

9 金融機関が休日の場

合の支払日 

支払予定日が金融機関の休日に当たった場合の支払日を設定します。この設定

を考慮した支払予定日が自動で計算されます。 

10 振込元口座 支払方法を「預金振込」とした場合のみ入力します。自社銀行口座に登録され

た口座から振込元口座を選択します。 

11 振込先口座 支払方法を「預金振込」とした場合のみ入力可能となります。取引先マスター

に登録した振込先口座から選択します。総合振込用データを作成する場合は必

ず入力してください。 

12 支払仕訳の計上 支払期日到来時に当予定の支払仕訳を計上する場合は「計上する」と設定しま

す。 
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②支払時の仕訳情報 

行 項目名 項目の説明 

1 部門 支払時の部門を入力します。 

2 借方科目 支払仕訳にセットする借方科目を入力します。 

3 貸方科目 支払仕訳にセットする貸方科目を入力します。「支払方法」欄で選択した支払

方法により、入力できる値が以下の通り異なります。 

「現金支払」・・・1111～1116 

「預金振込」・・・入力不可。振込元口座として選択した口座の勘定科目、口

座が自動的にセットされます。 

「自動引落」・・・1112～1116 

4 課税区分 支払仕訳にセットする課税区分を入力します。 

5 税率 支払仕訳にセットする税率を入力します。なお、日付判定で登録しておくと、

支払仕訳の計上時に、仕訳の年月日に応じた税率がセットされます。 

6 実際の仕入れ年月日 支払仕訳にセットする実際の仕入れ年月日を入力します。 

7 収支区分 支払仕訳にセットする収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分

に基づいて「資金繰り計画表」が自動作成されます。 

③支払予定 

行 項目名 項目の説明 

1 [行追加]ボタン 自動計算された予定に加えて任意に支払日を追加する場合にクリックします。 

2 支払年月日 自動計算された支払年月日を変更する場合に入力します。 

3 支払額 支払予定額を個別に変更する場合は入力します。 
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６．随時支払取引の登録 

会費、寄付金等の非経常的に発生する支払予定を登録します。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の登録」－「随時支払」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が表示されます。新規に予定を登録する場合は画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 

 また、登録済みの随時取引を基礎データとして複写したうえで新規に登録する場合は、該当する随時取引の行

の［複写］ボタンをクリックします。 
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(3) 当画面が表示されます。次の内容を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 
①随時支払の内容 

行 項目名 項目の説明 

1 支払予定日 支払予定日を入力します。 

2 支払先 支払先を入力します。取引先マスターに登録された取引先からの選択以外に、

随時入力も可能です。 

3 適格請求書発行事業

者の登録番号 

支払先が適格請求書発行事業者の場合は、登録番号を入力します。 

4 摘要 随時支払の内容を入力します。支払仕訳計上時の「元帳摘要」としてセットさ

れます。 

5 支払予定額(税込み) 支払額を税込金額で入力します。 

6 支払方法 自動引落、現金支払、預金振込のいずれかを選択します。 

7 振込元口座 支払方法を「預金振込」とした場合のみ入力します。自社銀行口座に登録され

た口座から振込元口座を選択します。 

8 振込先口座 支払方法を「預金振込」とした場合のみ入力可能となります。取引先マスター

に登録した振込先口座から選択します。総合振込用データを作成する場合は必

ず入力してください。 

9 支払仕訳の計上 支払期日到来時に当予定の支払仕訳を計上する場合は「計上する」と設定しま

す。 

②支払時の仕訳情報 

行 項目名 項目の説明 

1 部門 支払時の部門を入力します。 

2 借方科目 支払仕訳にセットする借方科目を入力します。 

3 貸方科目 支払仕訳にセットする貸方科目を入力します。「支払方法」欄で選択した支払

方法により、入力できる値が以下の通り異なります。 

「現金支払」・・・1111～1116 

「預金振込」・・・入力不可。振込元口座として選択した口座の勘定科目、口

座が自動的にセットされます。 

「自動引落」・・・1112～1116 

4 課税区分 支払仕訳にセットする課税区分を入力します。 
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5 税率 支払仕訳にセットする税率を入力します。なお、日付判定で登録しておくと、

支払仕訳の計上時に、仕訳の年月日に応じた税率がセットされます。 

6 実際の仕入れ年月日 支払仕訳にセットする実際の仕入れ年月日を入力します。 

7 収支区分 支払仕訳にセットする収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分

に基づいて「資金繰り計画表」が自動作成されます。 
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７．借入金の登録（借入金一覧） 

借入金の返済予定を登録します。これにより、返済予定が支払予定カレンダーに反映されます。なお返済

（支払）方法は、「自動引落」のみとなります。また、借入年月日に本日の日付より将来の日付を指定すると、

借入金額が「入金予定カレンダー」にも反映されます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の登録」－「借入金」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が表示されます。新規に予定を登録する場合は画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 
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(3) 当画面が表示されます。次の内容を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。なお、入力済みの仕訳を基  

に作成することも可能です。その場合は[仕訳から作成]ボタンをクリックします。借方又は貸方が 

2113,2135,2212 を含む仕訳(相手科目が「1111～1116」のみ)が一覧表示されます。選択することで、借入金取 

引登録の基礎データとして採用できます。 

 
①借入金の内容 

行 項目名 項目の説明 

1 借入先 借入口座を選択します。 

2 借入年月日 借入年月日を入力します。なお、マシンデートより未来の日付の場合は、借入

金額が「入金予定カレンダー」にも反映されます。またこの場合、「資金繰り

計画表」に反映させるため、「借入調達の収支区分、借入諸費用の金額、収支

区分」の入力が必要です。 

3 借入目的 借入目的を選択します。随時入力も可能です。 

4 返済方法 借入金の返済方法を「元金均等」「元利均等」「任意返済」から選択します。 

１．元金均等 

元金の返済分を毎月均等額とする返済方法です 

２．元利均等 

元金の返済分と利息の支払分の合計額を毎月均等額とする返済方法です。 

３．任意返済 

元金返済分、利息支払い分をすべて手入力で行います。 

5 返済期間 返済開始年月、返済終了年月を入力します。 

6 返済日 毎回の返済日を入力します。（「0」で末日） 

7 返済サイクル 返済のサイクルを１か月単位で入力します。 

8 年利率 年利率を入力します。 

9 利息の支払い 「元金均等」の場合のみ選択可能です。今回返済日から次回返済日までの利息

を今回返済日に支払う（前払い）か次回返済日に支払う（後払い）かを選択し

ます。 

10 担保 備忘のための項目です。 

11 保証人 備忘のための項目です。 

12 備考 備忘のための項目です。 
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13 金融機関が休日の場

合の返済日 

支払予定日が金融機関の休日に当たった場合の返済日を設定します。この設定

を考慮した返済予定日が自動で計算されます。 

14 支払仕訳の計上 支払期日到来時に当予定の支払仕訳を計上する場合は「計上する」と設定しま

す。 

 

②元金返済時の仕訳情報 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 借方科目 返済仕訳にセットする借方科目を 2113,2135,2212のいずれかから入力します。 

2 貸方科目 返済仕訳にセットする貸方科目を 1112～1116から入力します。 

3 課税区分 返済仕訳にセットする課税区分を入力します。 

4 取引先 返済先を取引先として登録している場合は選択します。 

5 元帳摘要 返済仕訳にセットする元帳摘要を入力します。 

6 収支区分 返済仕訳にセットする収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分

に基づいて「資金繰り計画表」が自動作成されます。 

③利息支払時の仕訳情報 

行 項目名 項目の説明 

1 部門 返済仕訳にセットする部門を入力します。 

2 借方科目 返済仕訳にセットする借方科目を入力します。 

3 貸方科目 返済仕訳にセットする貸方科目を 1112～1116から入力します。 

4 課税区分 返済仕訳にセットする課税区分を入力します。 

5 取引先 返済先を取引先として登録している場合は選択します。 

6 元帳摘要 返済仕訳にセットする元帳摘要を入力します。 

7 収支区分 返済仕訳にセットする収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分

に基づいて「資金繰り計画表」が自動作成されます。 

④借入調達の収支区分、借入諸費用の金額、収支区分（借入年月日がマシンデートよりも未来の場合のみ） 

行 項目名 項目の説明 

1 借入金調達時の収支

区分 

借入調達時の収支区分を入力します。ここで入力した収支区分に基づいて「資

金繰り計画表」が自動作成されます。 
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2 借入諸費用の金額 借入調達時に発生する借入諸費用を入力します。入力した金額が「支払予定カ

レンダー」及び「資金繰り計画表」に表示されます。 

3 借入諸費用の収支区

分 

借入諸費用の収支区分を入力します。ここで入力した収支区分に基づいて「資

金繰り計画表」が自動作成されます。 

⑤返済予定 

 
行 項目名 項目の説明 

1 [元金変更]ボタン 返済方法が「元金均等」で、かつ初回返済日の支払仕訳が未計上の場合のみ選

択可能です。システムで自動計算された元金返済額が金融機関の返済予定表に

記載の元金返済額と一致していない場合に選択します。毎回の元金返済額を入

力し、また端数を初回、最終回のいずれの元金返済額で調整するかを選択しま

す。 

2 返済日 自動計算された返済日を個別に変更する場合に入力します。 

3 元金返済 自動計算された元金返済額を個別に変更する場合に入力します。 

4 支払利息 自動計算された支払利息額を個別に変更する場合に入力します。 
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８．定期積金の登録 

定期積金の積立予定を登録します。積立予定が「支払予定カレンダー」に反映されます。なお積立（支払）

方法は、「自動引落」のみとなります。また、積立金取崩の予定を登録することで、取崩金額が「入金予定カ

レンダー」にも反映されます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の登録」－「定期積金」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が表示されます。新規に予定を登録する場合は画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 
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(3) 当画面が表示されます。次の内容を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。なお、入力済みの仕訳を基  

 に作成することも可能です。その場合は[仕訳から作成]ボタンをクリックします。借方 1114～1116を含む仕  

 訳が一覧表示されます。選択することで、定期積金登録の基礎データとして採用できます。 

 
①定期積金の内容 

行 項目名 項目の説明 

1 定期積金の名称 名称を入力します。 

2 勘定科目 定期積金を管理する科目を 1114～1116から入力します。  

3 初回積立日 初回積立日を入力します。 

4 １回の積立額 毎回の積立額を入力します。 

 回数 積立回数を入力します。 

5 年利率 年利率を入力します。 

6 満期日 初回積立日、回数を基に自動計算されます。変更する場合は入力します。な

お、満期を迎えた積金の金額は、取崩予定日、取崩金額を入力しない限り入金

予定カレンダーには表示されません。 

7 取崩予定日 定期積金を取り崩す場合は取崩予定日を入力します。入金予定カレンダーに表

示されます。 

8 取崩金額 定期積金を取り崩す場合は取崩金額を入力します。入金予定カレンダーに表示

されます。 

9 金融機関が休日の場

合の返済日 

支払予定日が金融機関の休日に当たった場合の返済日を設定します。この設定

を考慮した返済予定日が自動で計算されます。 

10 支払仕訳の計上 支払期日到来時に当予定の支払仕訳を計上する場合は「計上する」と設定しま

す。 

②積立時の仕訳情報 

行 項目名 項目の説明 

1 貸方科目 積立仕訳にセットする貸方科目を 1111～1116から入力します。 

2 課税区分 積立仕訳にセットする課税区分を入力します。 

3 元帳摘要 積立仕訳にセットする元帳摘要を入力します。 

4 収支区分 積立仕訳にセットする収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分

に基づいて「資金繰り計画表」が自動作成されます。 
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③取崩時の仕訳情報 

行 項目名 項目の説明 

1 収支区分 積金取崩の際の収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分に基づ

いて「資金繰り計画表」が自動作成されます。 
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９．支払予定日未登録データ補正 

支払管理科目を貸方計上すると支払予定日の入力が必要となりますが、仕訳入力時点で支払予定日が不明

な場合を考慮し、省略が可能です。当機能では、支払予定日を省略した仕訳に一括で支払予定日を入力でき

ます。予定日を入力すると「支払予定カレンダー」に反映されます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の登録」－「支払予定日未登録データ補正」メニューを選択します。 

 
(2) 支払予定日が省略された仕訳が表示されます。［予定日の入力］ボタンをクリックします。 
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(3) 取引先の支払約定から予定日が自動表示されます。支払予定（金額）は、最大６回に分けて入力できます。

必要に応じて変更し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。これにより支払予定データが作成されます。 
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Ⅳ．支払予定の問合せ 
１．定時払取引（請求書）の確認 

定時払取引(請求書)の入力機能を利用して入力した取引を一覧で確認できます。「請求書の種類ごと」かつ

「請求発生年月ごと」に確認できます。また、１つの請求書から複数の仕訳を計上した場合、取引金額の合

計が「請求額合計」として表示されるため、請求書との突合が容易です。さらに、一覧画面から印刷できる

帳表には「前月入力があったが、当月入力がない取引先」の一覧が参考表示されます。請求書未着の取引先

確認にもご利用できます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の確認・印刷」－「定時払取引(請求書)一覧」メニューを選択しま

す。 
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(2) 登録済みの定時払取引が一覧表示されます。請求書の種類、請求発生年月を選択します。 

 
(3) ドリルダウンすると複合仕訳の確認画面が表示されます。入力済の取引の訂正・削除は、この伝票画面で行

います。 
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２．支払予定カレンダー 

カレンダー形式で日付ごとの支払予定額と支払方法を確認できます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の確認・印刷」－「支払予定カレンダー」メニューを選択します。 

 
(2) 支払予定カレンダーが表示されます。日付ごと、支払方法ごとに支払予定額が表示されます。手形管理また

は電子記録債権管理を利用している場合、「支手・電債決済」欄に明細の金額が表示されます。詳細を確認す

る場合は、行を選択してダブルクリックします。支払先別支払予定の問合せ画面にドリルダウンします。詳

細は下記３．をご参照ください。また、銀行別に予定を確認する場合は［銀行別］ボタンをクリックします。 
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(3) 前の画面で［銀行別］ボタンをクリックすると、銀行別支払予定カレンダーが表示されます。日付ごと、口

座ごとに支払予定額が表示されます。詳細を確認する場合は該当するセルを選択してダブルクリックします。 

 
(4) ドリルダウンすると銀行別支払予定画面が表示されます。明細ごとに支払先、支払予定額を確認します。 
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３．支払先別支払予定の問合せ 

最終処理年月日を含む月から向こう６か月間の支払予定データを確認できます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の確認・印刷」－「支払先別支払予定」メニューを選択します。 

 
(2) 支払先別に支払予定データが表示されます。各欄に表示される内容は次のとおりです。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 支払予定日 支払予定データの支払予定日が表示されます。 
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2 支払先 支払先が表示されます。借入金、定期積金については、それぞれ登録時に入力

した借入金科目、定期積金積立科目が表示されます。 

3 科目名 支払科目の相手科目の名称が表示されます。 

 承認 当該支払予定が管理者（支払額の承認者）によって支払の承認がされているか

否かが表示されます。当欄に表示される内容は次のとおりです。 

１．「○」   ：出納承認された支払予定 

２．「 」（空欄）：出納承認されていない支払予定 

３．「－」   ：出納承認の対象とならない取引（『支手決済／自動引落』） 

4 支払予定額(含、手

形・電債) 

支払予定額合計が表示されます。なお、支払予定額には買掛金の消込額等を表

示しているため、手形・電債振出及び電債譲渡額が含まれます。 

5 支手・電債決済/自動

引落 

以下の支払予定額合計が表示されます。 

１．手形管理を利用している場合、手形明細の金額 

２．電子記録債権管理を利用している場合、電子記録債権明細の金額 

３．支払方法を「自動引落」と設定した「定期支払取引」、「随時支払取引」 

４．［事前登録］あるいは［月次処理］で登録した「借入金」の「元金返済」・

「支払利息」 

５．［事前登録］あるいは［月次処理］で登録した「定期積金」の「１回の積

立額」 

6 現金支払 以下の支払予定額合計が表示されます。 

１．「支払先ごとの約定」（支払先個別の約定がない場合は「主たる約定」）に

基づいた支払管理科目の支払予定額合計のうち、支払方法が「現金支払」の

もの 

２．支払方法を「現金支払」と設定した「定期支払取引」、「随時支払取引」 

7 預金振込 以下の支払予定額合計が表示されます。 

１．「支払先ごとの約定」（支払先個別の約定がない場合は「主たる約定」）に

基づいた支払管理科目の支払予定額合計のうち、支払方法が「預金振込」の

もの 

２．支払方法を「預金振込」と設定した「定期支払取引」、「随時支払取引」 

8 手形・電債 以下の支払予定額合計が表示されます。 

１．「支払先ごとの約定」（支払先個別の約定がない場合は「主たる約定」）に

基づいた支払管理科目の支払予定額合計のうち、支払方法が「手形振出」

「電債振出」「電債譲渡」のいずれかであるもの 

２．支払方法を「手形振出」「電債振出」「電債譲渡」のいずれかに設定した

「定期支払取引」、「随時支払取引」 

9 収支区分 支払予定データの登録時に入力した収支区分が表示されます。 

10 計上元 支払予定データの計上元画面が表示されます。 

11 仕訳計上 支払仕訳を計上する設定にした支払予定データには「○」が表示されます。 

 

「仕訳計上」の設定場所 

「仕訳計上」の設定は支払予定データの計上元ごとに異なります。計上するはずのものに「○」

が表示されない場合は次の場所で設定してください。 

１．「仕訳計上」「手形・電債」 

  「導入・運用支援」の「利用機能範囲」メニューの「入金・支払管理機能」欄で設定します。 

 ２．「元金返済」「支払利息」「定期支払」「随時支払」「積金積立」 

   「借入金」「定期支払」「随時支払」「定期積金」の各登録画面で設定します。 
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(3) 表示された支払予定額の基となる明細を確認、修正する場合は各行の［明細］ボタンをクリックします。 

 
(4) 「計上元」が「仕訳計上」の支払予定データについては、支払約定で設定した締日、支払サイト、支払日に

従って自動集計されています。具体的には、毎月の締日までに入力された複数の仕訳の金額合計が、支払サ

イト、支払日から導き出した支払予定日に表示されます。［明細］ボタンでドリルダウンすると、基となった

仕訳の一覧が表示されます。買掛金・未払金の計上仕訳を確認する場合は［仕訳確認］ボタンをクリックし

ます。また、売掛金との相殺、値引等により支払予定額を減額する場合や、支払を保留する場合は、［相殺等

入力］ボタンをクリックします。 
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(5) [相殺等入力]ボタンをクリックすると当画面が表示されます。変更がある場合は次のとおり入力します。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 支払予定日 登録する支払予定データの支払予定日を入力します。 

2 売掛金相殺 当月支払売上高等のうち、売掛金と相殺するものがある場合は入力します。入

力すると最終的な「支払予定額」が減額されます。 

3 その他控除 当月支払売上高等のうち、値引等により控除するものがある場合は入力しま

す。入力すると最終的な「支払予定額」が減額されます。 

4 今回支払保留額 当月支払売上高等のうち、支払を繰り延べるものがある場合は入力します。入

力すると最終的な「支払予定額」が減額されます。 

5 支払予定日(保留分) 今回支払保留額を入力した場合に入力可能となります。支払保留となった金額

の支払予定日を入力します。 
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(6) また、「計上元」が「仕訳計上」の支払予定データについて支払方法を変更する場合は、各行の［支払内訳］

ボタンをクリックします。 

 
(7) ［支払内訳］ボタンをクリックすると当画面が表示されます。ここでは、支払方法別の内訳金額、支払科目、

振込元・振込先口座の変更が可能です。変更する場合はそれぞれ次のとおり入力します。 

 
①支払方法別の内訳金額 

行 項目名 項目の説明 

1 支払内訳 支払約定に従って自動計算された金額が表示されています。個別に変更する場

合は、「個別に入力」を選択し、各内訳金額を直接修正します。 
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②支払科目 

行 項目名 項目の説明 

1 支払科目の指定方法 支払約定に登録された科目が表示されています。個別に変更する場合は、「個

別に指定」を選択し、科目を直接修正します。 

③振込元・振込先 

行 項目名 項目の説明 

1 振込元口座 「自社銀行口座」メニューで設定した主たる振込元口座と異なる口座を振込元

とする場合は、「個別に設定」を選択し、振込元口座を選択します。 

2 振込先口座 支払管理機能で「総合振込用データ」を作成する場合に必要です。取引先マス

ターに登録した振込先口座から今回振込を行う口座を選択します。 
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４．支払管理月報の印刷 

支払管理関連の帳表を印刷できます。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払予定の確認・印刷」－「支払管理月報の印刷」メニューを選択します。 

 
(2) 「買掛金・未払金支払予定表」「支払予定内訳明細書(５日報)」の印刷指定画面が表示されます。印刷条件

を指定し、［ＰＤＦ］または［印刷］ボタンをクリックします。 
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Ⅴ．支払処理 
１．出納承認 

支払にあたり、出納承認を要する支払予定データについて管理者（支払額の承認者）が出納承認処理を行

います。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払処理」－「出納承認」メニューを選択します。 
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(2) 出納承認カレンダー画面が表示されます。支払予定日ごとに表示される「承認」欄は、管理者（支払額の承

認者）によって、支払の承認がされているか否かが表示されます。「承認」欄に表示される内容は次のとおり

です。 

 
①「○」   ：該当日のすべての支払予定が出納承認されている 

②「 」（空欄）：該当日のすべての支払予定が出納承認されていない 

③「△」   ：該当日の一部の支払予定が出納承認されている 

④「－」   ：出納承認の対象とならない取引（『支手・電債決済／自動引落』） 

(3) 出納承認対象の支払があり、「承認」欄に上記(2)②「 」（空欄）または③「△」が付いている場合は、承

認されていない支払取引があります。該当行をダブルクリックして出納承認処理を行います。 
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(4) ドリルダウンすると「出納承認」画面が表示されます。支払内容が正しい場合は、「承認」欄にチェックを

付けます。なお、タイトルの「承認」欄にあるチェックボックスにチェックを付けると一括承認が可能です。 

 
(5) なお、総合振込用データを作成する場合に、振込元口座、振込先口座のいずれかが未登録の預金振込データ

の出納承認を行おうとすると、次のメッセージが表示されます。総合振込用データの作成対象とする場合は、

［いいえ］をクリックした後、該当行の［支払内訳］ボタンから振込元口座、振込先口座を設定してくださ

い。 
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(6) マシンデートから７日以内に支払期限が到来する支払予定のうち、出納未承認のものがある場合は、ホーム

画面を開いたタイミングでお知らせが表示されます。お知らせをクリックして、該当の支払予定の出納承認

が可能です。 
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２．総合振込用データ作成 

総合振込依頼書を作成する設定でご利用の場合、登録した支払予定データを基に、ＩＢ／ＦＢで読み込む

ための総合振込用データ又は総合振込依頼書を作成できます。 

総合振込依頼書の利用設定場所 

「導入・運用支援」の「利用機能範囲」メニューの「入金・支払管理機能」欄で「総合振込依頼

書」を作成すると設定します。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払処理」－「総合振込用データ作成」メニューを選択します。 
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(2) 振込予定データ一覧画面が表示されます。「振込元口座」、「振込先口座」が登録されており、かつ出納承認

されている支払予定データが表示されます。総合振込用データを作成する行をダブルクリックします。 

 
(3) 総合振込用データ作成画面が表示され、個々の振込予定データの一覧が表示されます。ＩＢ／ＦＢで総合振

込を行うために総合振込用データを作成する場合は、画面右上の[ＩＢ・ＦＢ振込用データ作成]ボタンをクリ

ックします。なお、総合振込依頼書を印刷して金融機関窓口に持参する場合は［総合振込依頼書印刷］ボタ

ンをクリックします。 
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(4) [ＩＢ・ＦＢ振込用データ作成]ボタンをクリックすると、当画面が表示されます。［データ作成］ボタンで

総合振込用データを作成します。また、データ作成後、二重振込を防止するため、[振込依頼済にする]ボタン

をクリックします。すると振込予定データ一覧画面で当振込予定データが「振込済データ」タブに移動され

ます。 
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３．支払仕訳の計上 

あらかじめ登録しておいた買掛金・未払金の支払予定、借入金の返済予定、定期的な支払予定、随時の支

払予定、定期積金の積立予定について、支払日到来時に支払仕訳を自動計上できます。また、預金振込時の

当方負担振込手数料についても支払仕訳を計上できます。さらに、手形管理機能・電子記録債権管理機能を

利用している場合は、その期日に基づき決済仕訳を計上できます。経理業務の一層の合理化を支援します。 

(1) ホーム画面の「支払管理」―「支払処理」－「支払仕訳の計上」メニューを選択します。 

 
(2) 支払仕訳の計上期間を入力し、［計上］ボタンをクリックします。 
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(3) 計上対象となる支払仕訳の一覧が表示されます。計上する仕訳にチェックを付けたうえで、[一括読込]ボタ

ンをクリックして仕訳を計上します。また、計上が不要な仕訳がある場合は該当する仕訳にチェックを付け

たうえ[削除]ボタンをクリックします。 

 
計上されるはずの仕訳が表示されない場合の対処方法 

 

計上対象データ一覧画面に表示されるはずの仕訳が表示されない原因として次の２つが考えられ

ます。ご確認のうえ対処をお願いします。 

１．ＦＸクラウドでは、支払予定単位で仕訳計上するか否かを設定できます（支払管理科目の仕  

訳、及び支払手形・電子記録債務の仕訳の場合は計上元単位。「導入・運用支援」の「利用機能範 

囲」メニューで設定）。「支払予定カレンダー」画面で「仕訳計上」欄に「○」が付いているものが支

払仕訳の計上対象データです。表示されない仕訳がある場合は、まず「支払予定カレンダー」を確認

ください。計上が必要な支払予定がある場合は、仕訳を計上する設定に変更してください。 

２．出納承認対象となる支払予定データ（支払方法が「現金支払」「預金振込」「手形・電債」のいずれ

か）については、出納承認処理を行わないと支払仕訳が計上されません。「出納承認」メニューで「承

認」欄に「○」が付いていない支払予定データがある場合は出納承認を行ってください。 

 

仕訳が要修正の状態で表示される場合の対処方法 

 

当機能では、仕訳が完成していない状態であってもエラーとはなりません。計上時に補正するこ

とで仕訳は計上できます。ただし、例えば定期支払や借入金のように繰り返し仕訳を計上する支払予

定について仕訳計上設定に不備があると、毎回仕訳計上時に補正が必要になってしまい面倒です。 

計上元ごとに、どの設定が支払仕訳の各項目に反映されるかを表したのが下表となります。毎回の

補正作業を減らすためのご参考としてください。 
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注：背景色水色は予定登録時に入力する項目、黄色は事前に設定する項目、橙色は表示時に自動計算する

項目を表します。 
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(4) 補正が必要な仕訳がある場合、該当行は赤色表示され、［一括読込］ボタンが押せない状態で表示されます。

この場合は該当行をダブルクリックして仕訳を補正します。画面右端の「備考」欄を参考にしてください。 

 
(5) 購買管理機能を利用しており、かつ購買管理機能で「買掛金管理科目」と設定した科目を支払管理機能で

「支払管理科目」として設定している場合、当画面で買掛金の支払仕訳を計上した際に、併せて支払伝票も

自動計上されます。計上後「購買管理」―「支払」―「支払伝票の確認」メニューで確認ください。 

 

 

Ⅵ．入金予定の入力 
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１．会計伝票入力時の回収予定入力 

借方に「入金管理科目」を入力した仕訳を入力する場合、回収予定日を入力します。回収予定日は会計伝

票の「年月日」「取引先」及び約定から初期表示されます。回収予定（金額）は、最大６回に分けて入力でき

ます。 

(1) 「伝票(１伝票型)」等のメニューで借方に入金管理科目を使用した仕訳を入力します。なお、取引先は取引

先マスターに登録済みのものを選択します。仕訳入力後［ＯＫ］ボタンをクリックします 

  
(2) 当画面が表示されます。回収予定日、回収金額を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。予定日が不明

な場合は［キャンセル］ボタンをクリックします。「回収予定日未登録データ補正」メニューで後から予定日

を入力できます。 
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回収予定日の自動表示条件 

事前に入金約定を登録している場合、次のとおり自動表示されます。 

 

１．得意先の約定として個別設定がされている場合は、その約定と会計伝票の「年月日」から自  

 動表示されます。 

２．得意先の約定として個別設定がされていない場合は、主たる入金約定と会計伝票の「年月日」

から自動表示されます。 

３．得意先の約定として個別設定されていなく、かつ主たる約定も未設定の場合は自動表示されま

せん。仕訳ごとに回収予定日を直接手入力してください。 

 

回収予定日の入力を省略した場合の扱い 

会計伝票入力時点で回収予定日が不明の場合、回収予定日の入力を省略できます。但し、回収予

定日が未登録の場合は回収予定表等に反映されないため、回収予定日が未登録の取引について

は、ホーム画面の「入金管理」－「入金予定の登録」の「回収予定日未登録データ補正」メニューに

て、回収予定日を必ず入力してください。 

 

入金管理科目を貸方に入力しても減額されません。別途減額処理が必要です。 

「入金管理科目」を貸方に入力して減額しても、その金額は回収予定表には反映されません。減

額の仕訳を入力するとともに、入金予定明細の登録・修正で相殺、控除額を入力してください。 
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２．売上伝票入力時の回収予定入力（販売管理機能） 

ＦＸクラウドシリーズの販売管理機能を併用しており、かつ販売管理機能で「売掛金管理科目」として設

定した科目を入金管理機能の「入金管理科目」にも設定している場合、売上伝票入力と同時に入金予定デー

タが作成されます。 

(1) 販売管理機能の「売上伝票の作成」メニュー等で売上伝票を入力する際に、回収予定日を入力します。事前

に設定した入金約定に基づき、回収予定日が自動的にセットされますが、変更する場合は「任意入力」にし

たうえで任意の予定日を入力します。入力後［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
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(2) すると、売上伝票の計上と併せて売掛金計上仕訳が自動計上されます。また入力した予定日で入金予定デー

タが作成されます。 
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３．定期入金取引の登録 

主に、受取家賃等、売掛金・未収入金の計上を伴わない定期的な入金予定を登録します。 

(1) ホーム画面の「入金管理」―「入金予定の登録」－「定期入金」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が表示されます。新規に予定を登録する場合は画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 
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(3) 当画面が表示されます。次の内容を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。なお、入力済みの仕訳を基 

に作成することも可能です。その場合は[仕訳から作成]ボタンをクリックします。借方に「1111～1113」の勘 

定科目を入力した前月分の仕訳が一覧表示されます。選択することで、定期入金取引登録の基礎データとして

採用できます。 

 
①定期入金の内容 

行 項目名 項目の説明 

1 入金元 入金元を入力します。取引先マスターに登録された取引先からの選択以外に、

随時入力も可能です。 

2 摘要 定期入金の内容を入力します。 

3 １回の入金額(税込み) 毎回の入金額を税込金額で入力します。 

4 入金期間 入金開始年月、入金終了年月を入力します。終了年月を省略して入力した場

合、「入金予定」欄には１年分の入金予定が自動表示されます。それ以降の入

金予定は毎月の月次決算時に自動的に作成されます。 

5 入金日 毎回の入金日を入力します。（「0」で末日） 

6 入金サイクル 入金のサイクルを１か月単位で入力します。 

7 入金方法 自動集金、現金入金、預金入金のいずれかを選択します。 

8 金融機関が休日の場

合の入金日 

入金予定日が金融機関の休日に当たった場合の入金日を設定します。この設定

を考慮した入金予定日が自動で計算されます。 

②入金時の仕訳情報 

行 項目名 項目の説明 

1 収支区分 入金時の収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分に基づいて

「資金繰り計画表」が自動作成されます。 

③入金予定 

行 項目名 項目の説明 

1 [行追加]ボタン 自動計算された予定に加えて任意に入金日を追加する場合にクリックします。 

2 入金年月日 自動計算された入金年月日を変更する場合に入力します。 

3 入金額 入金予定額を個別に変更する場合は入力します。 
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４．随時入金取引の登録 

非経常的に発生する入金予定を登録します。 

(1) ホーム画面の「入金管理」―「入金予定の登録」－「随時入金」メニューを選択します。 

 
(2) 当画面が表示されます。新規に予定を登録する場合は画面右上の［登録］ボタンをクリックします。 

 また、登録済みの随時取引を基礎データとして複写したうえで新規に登録する場合は、該当する随時取引の行

の［複写］ボタンをクリックします。 
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(3) 当画面が表示されます。次の内容を入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 
①随時入金の内容 

行 項目名 項目の説明 

1 入金予定日 入金予定日を入力します。 

2 入金元 入金元を入力します。取引先マスターに登録された取引先からの選択以外に、

随時入力も可能です。 

3 摘要 随時入金の内容を入力します。 

4 入金予定額(税込み) 入金額を税込金額で入力します。 

5 入金方法 自動集金、現金入金、預金入金のいずれかを選択します。 

②入金時の仕訳情報 

行 項目名 項目の説明 

1 収支区分 入金時の収支区分を入力します。なお、ここで入力した収支区分に基づいて

「資金繰り計画表」が自動作成されます。 
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５．回収予定日未登録データ補正 

入金管理科目を借方計上すると回収予定日の入力が必要となりますが、仕訳入力時点で回収予定日が不明

な場合を考慮し、省略が可能です。当機能では、回収予定日を省略した仕訳に一括で回収予定日を入力でき

ます。予定日を入力すると「入金予定カレンダー」に反映されます。 

(1) ホーム画面の「入金管理」―「入金予定の登録」－「回収予定日未登録データ補正」メニューを選択します。 

 
(2) 回収予定日が省略された仕訳が表示されます。［予定日の入力］ボタンをクリックします。 
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(3) 取引先の入金約定から予定日が自動表示されます。入金予定（金額）は、最大６回に分けて入力できます。

必要に応じて変更し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。これにより入金予定データが作成されます。 
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Ⅶ．入金予定の問合せ 
１．入金予定カレンダー 

カレンダー形式で日付ごとの入金予定額と入金方法を確認できます。 

(1) ホーム画面の「入金管理」―「入金予定の確認・印刷」－「入金予定カレンダー」メニューを選択します。 
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(2) 入金予定カレンダーが表示されます。日付ごと、入金方法ごとに入金予定額が表示されます。手形管理また

は電子記録債権管理を利用している場合、「受手・電債決済」欄に明細の金額が表示されます。詳細を確認す

る場合は、行を選択してダブルクリックします。入金元別入金予定の問合せ画面にドリルダウンします。詳

細は下記２．をご参照ください。 
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２．入金元別入金予定の問合せ 

最終処理年月日を含む月から向こう６か月間の入金予定データを確認できます。 

(1) ホーム画面の「入金管理」―「入金予定の確認・印刷」－「入金元別入金予定」メニューを選択します。 

 
(2) 入金元別に入金予定データが表示されます。各欄に表示される内容は次のとおりです。 

 
 

行 項目名 項目の説明 

1 入金予定日 入金予定データの入金予定日が表示されます。 

2 入金先 入金元が表示されます。 
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3 科目名 入金科目の相手科目の名称が表示されます。 

4 入金予定額(含、手

形・電債) 

入金予定額合計が表示されます。なお、入金予定額には売掛金の消込額等を表

示しているため、手形・電債受入額が含まれます。 

5 受手・電債決済/自動

集金 

以下の入金予定額合計が表示されます。 

１．手形管理を利用している場合、手形明細の金額 

２．電子記録債権管理を利用している場合、電子記録債権明細の金額 

３．入金方法を「自動集金」と設定した「定期入金取引」、「随時入金取引」 

6 現金入金 以下の入金予定額合計が表示されます。 

１．「入金先ごとの約定」（入金先個別の約定がない場合は「主たる約定」）に

基づいた入金管理科目の回収予定額合計のうち、入金方法が「現金入金」の

もの 

２．入金方法を「現金入金」と設定した「定期入金取引」、「随時入金取引」 

7 預金入金 以下の入金予定額合計が表示されます。 

１．「入金先ごとの約定」（入金先個別の約定がない場合は「主たる約定」）に

基づいた入金管理科目の回収予定額合計のうち、入金方法が「預金入金」の

もの 

２．入金方法を「預金入金」と設定した「定期入金取引」、「随時入金取引」 

8 手形・電債 以下の入金予定額合計が表示されます。 

１．「入金先ごとの約定」（入金先個別の約定がない場合は「主たる約定」）に

基づいた入金管理科目の回収予定額合計のうち、入金方法が「手形受入」

「電債受入」のいずれかであるもの 

２．入金方法を「手形振出」「電債受入」のいずれかに設定した「定期入金取

引」、「随時入金取引」 

9 収支区分 入金予定データの登録時に入力した収支区分が表示されます。 

10 計上元 入金予定データの計上元画面が表示されます。 

(3) 表示された入金予定額の基となる明細を確認、修正する場合は各行の［明細］ボタンをクリックします。 
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(4) 「計上元」が「仕訳計上」の入金予定データについては、入金約定で設定した締日、回収サイト、回収日に

従って自動集計されています。具体的には、毎月の締日までに入力された複数の仕訳の金額合計が、回収サ

イト、回収日から導き出した回収予定日に表示されます。［明細］ボタンでドリルダウンすると、基となった

仕訳の一覧が表示されます。売掛金・未収入金の計上仕訳を確認する場合は［仕訳確認］ボタンをクリック

します。また、買掛金との相殺、値引等により回収予定額を減額する場合や、回収を保留する場合は、［相殺

等入力］ボタンをクリックします。 

 
(5) [相殺等入力]ボタンをクリックすると当画面が表示されます。変更がある場合は次のとおり入力します。 
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行 項目名 項目の説明 

1 回収予定日 登録する入金予定データの回収予定日を入力します。 

2 買掛金相殺 当月回収売上高等のうち、買掛金と相殺するものがある場合は入力します。入

力すると最終的な「回収予定額」が減額されます。 

3 その他控除 当月回収売上高等のうち、値引等により控除するものがある場合は入力しま

す。入力すると最終的な「回収予定額」が減額されます。 

4 今回回収保留額 当月回収売上高等のうち、支払を繰り延べるものがある場合は入力します。入

力すると最終的な「回収予定額」が減額されます。 

5 回収予定日(保留分) 今回回収保留額を入力した場合に入力可能となります。回収保留となった金額

の回収予定日を入力します。 

(6) また、「計上元」が「仕訳計上」の入金予定データについて回収方法を変更する場合は、各行の［回収内訳］

ボタンをクリックします。 
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(7) ［回収内訳］ボタンをクリックすると当画面が表示されます。ここでは、回収方法別の内訳金額、入金科目

の変更が可能です。変更する場合はそれぞれ次のとおり入力します。 

 
①回収方法別の内訳金額 

行 項目名 項目の説明 

1 回収内訳 入金約定に従って自動計算された金額が表示されています。個別に変更する場

合は、「個別に入力」を選択し、各内訳金額を直接修正します。 
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３．入金管理月報の印刷 

入金管理関連の帳表を印刷できます。 

(1) ホーム画面の「入金管理」―「入金予定の確認・印刷」－「入金管理月報の印刷」メニューを選択します。 

 
(2) 「売掛金・未収入金回収予定表」「入金予定内訳明細書(５日報)」の印刷指定画面が表示されます。印刷条

件を指定し、［ＰＤＦ］または［印刷］ボタンをクリックします。 
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Ⅷ．資金繰り計画 
１．資金繰り予定表（５日報） 

入金予定、支払予定、及び手形明細（手形管理利用時）の情報に基づき、収支区分別に５日ごとの資金繰

り予定表が確認できます。 

(1) ホーム画面の「資金管理」―「資金繰り予定・計画」－「資金繰り予定表(５日報)」メニューを選択します。 

 
(2) 資金繰り予定表(５日報)画面が表示されます。５日ごとの入金予定、支払予定額の合計金額を収支区分別に

確認できます。収支区分の内訳(内訳区分)を確認する場合は画面右上で「詳細表示」を選択します。 
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(3) 収支区分、又は内訳区分の行をダブルクリックすると、当該収支区分・内訳区分について、取引先ごとの内

訳を確認できます。 

 
(4) さらに取引先の行をダブルクリックすると、取引先ごとの入金・支払予定の明細を確認できます。 
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２．資金繰り計画表（６か月） 

入金予定、支払予定、及び手形明細（手形管理利用時）の情報に基づき、収支区分別に向こう６か月の資

金繰り計画表が確認できます。 

(1) ホーム画面の「資金管理」―「資金繰り予定・計画」－「資金繰り計画表(６か月)」メニューを選択します。 

 
(2) 資金繰り計画表(６か月)画面が表示されます。１か月ごとの入金予定、支払予定額の合計金額を収支区分別

に確認できます。収支区分の内訳(内訳区分)を確認する場合は画面右上で「詳細表示」を選択します。 
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(3) 収支区分、又は内訳区分の行をダブルクリックすると、当該収支区分・内訳区分について、計上元ごとの内

訳を確認できます。自動作成された計画に補正が必要な場合は、［補正入力］ボタンをクリックします。 

 
(4) 補正入力した内訳区分については、資金繰り計画表(６か月)の画面で金額に「*」が付いて表示されます。 

 
補正入力した場合は予定額の二重計上にご注意ください。 

売掛金の回収予定、買掛金の支払予定は、売掛金、買掛金の計上仕訳で予定日を入力することに

より作成されます。このため、これらの入金・支払予定額は向こう１、２か月分しか計上されませ

ん。このような場合でも向こう６か月分の計画を作成できるよう補正入力機能を搭載しています。ただ

し、ここで補正入力した金額は、いずれ売掛金・買掛金の計上仕訳が入力されると自動計上されるはずの

金額であるため、そのまま残しておくと二重計上になってしまいます。売掛金・買掛金の計上仕訳を入力
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したタイミングで補正金額は削除するようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＸクラウドシリーズ 入金・支払管理、資金繰り計画機能利用マニュアル 

  令和７年４月１日    第２版発行 ○ＣＴＫＣ 

              著 者 株式会社 ＴＫＣ 

              発行者 飯塚 真規 

              発行所 株式会社 ＴＫＣ 
               〒162-8585 東京都新宿区揚場町２－１ 

軽子坂ＭＮビル５Ｆ  

不許複製  
※Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 

※Windowsの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。 

※Excelは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 

※Excelの正式名称は、Microsoft Excelです。 

 



 

 

 

 


	Ⅰ．機能概要
	１．機能の特長
	２．処理の流れ

	Ⅱ．事前準備
	１．利用機能範囲の設定
	２．自社銀行口座の登録
	３．主たる入金・支払約定の登録
	４．取引先別の入金・支払約定の登録
	５．入金・支払管理仕訳の設定
	６．開始売掛残等の回収予定の登録
	７．開始買掛残等の支払予定の登録

	Ⅲ．支払予定の入力
	１．支払予定の登録機能の全体像
	２．定時払取引（請求書）の入力
	３．仕訳入力時の支払予定入力
	４．仕入伝票入力時の支払予定入力（購買管理機能）
	５．定期支払取引の登録
	６．随時支払取引の登録
	７．借入金の登録（借入金一覧）
	８．定期積金の登録
	９．支払予定日未登録データ補正

	Ⅳ．支払予定の問合せ
	１．定時払取引（請求書）の確認
	２．支払予定カレンダー
	３．支払先別支払予定の問合せ
	４．支払管理月報の印刷

	Ⅴ．支払処理
	１．出納承認
	２．総合振込用データ作成
	３．支払仕訳の計上

	Ⅵ．入金予定の入力
	１．会計伝票入力時の回収予定入力
	２．売上伝票入力時の回収予定入力（販売管理機能）
	３．定期入金取引の登録
	４．随時入金取引の登録
	５．回収予定日未登録データ補正

	Ⅶ．入金予定の問合せ
	１．入金予定カレンダー
	２．入金元別入金予定の問合せ
	３．入金管理月報の印刷

	Ⅷ．資金繰り計画
	１．資金繰り予定表（５日報）
	２．資金繰り計画表（６か月）


